
令和２年度福島県立高等学校入学者選抜における選抜方法 

別紙２ 

【調査票】 

学校番号 学 校 名 課   程 

５０ 西会津高等学校 全日制 

 

【前期選抜】 

特色選抜  

大学科  

小学科  

募 集  

定員枠  
志願してほしい生徒像  

 

普通科  

 

５０％

程度  

本校の教育方針は「西会津高校で学んだことに誇りと自信を持って人生を歩み、夢の実現に向けて努力を継続し、地域創生の核

となる人間を育成する」ことである。そのため、次に該当する生徒に志願してほしい。  

授業及び部活動や学校行事において西高ＰＣ（本校の公約：7 つの力）を身につけるために努力する生徒。  

地域活性化に強い関心を持ち、ボランティア活動などの経験を有する、または今後取り組む地域貢献活動の具体的な計画を有し、

本校入学後も引き続き継続的に取り組もうとする意志が強固である生徒。  

選  抜  資  料  

学 力 検 査  特色選抜志願理由書  調 査 書  特 色 面 接  特 色 検 査  選抜資料の満点  備 考  

５教科とする。  

各教科５０点満点の

合計２５０点満点とし、

傾斜配点は行わない。  

本校への志望動機及

び将来への抱負、高校生

活で特に学びたいこと

等について本人が記入

する。  

「各教科の学習の記

録」は国語、数学、英語、

理科、社会の５教科の評

定を２倍し、それ以外の

教科の評定を４倍して、

３ ９ ０ 点 満 点 と す る 。

「特別活動の記録」は１

１０点満点として、調査

書の得点合計を５００

点満点とする。  

個人面接を実施する。 

本校での学ぶ意欲や、

受験生の現状を確認す

る。  

面接については段階

評価とする。  

パーソナルプレゼン
テーションを実施する。 

本検査においては、①
西高ＰＣを身につける
ための具体的な方法、②
ボランティア活動など
の経験、③今後取り組む
地域貢献活動の具体的
な計画、これら 3 つの内
容から 1 つ選び、Ａ４用
紙縦１枚横書きで資料
をまとめ、学力検査当日
に１部を持参する。  

発表は各自持参資料
を見ておこない、時間は
５分以上１０分以下と
する。  

発表のあと、質疑応答
を５分程度おこなう。  

１００点満点とする。 

全体の満点は８５０

点とする。  

 



令和２年度福島県立高等学校入学者選抜における選抜方法 

別紙２ 

【調査票】 

学校番号 学 校 名 課   程 

５０ 西会津高等学校 全日制 

 

一般選抜 

大学科  

小学科  
募集定員  

選  抜  資  料  学力検査と調査

書の成績の比重  
備 考  

学 力 検 査  調 査 書  一 般 面 接  

 

普通科  

（４０）  

５教科とする。  

各教科５０点満点の合計２

５０点満点とし、傾斜配点は

行わない。  

「各教科の学習の記録」は１９５点

満点とし、「特別活動の記録」は５５点

満点として、合計２５０点満点とする。 

個人面接を実施する。  

『 西 高 Ｐ Ｃ (Public 

Commitment & Plan 

Check) 』各項目について受

験生の現状を確認するととも

に、本校での学ぶ意欲を見る。 

面接については段階評価と

する。 

 

同等とする。  

 

【後期選抜】 

大学科  

小学科  

選  抜  資  料  
備 考  

調  査  書  面    接  小論文（又は作文）  

 

 普通科  
「各教科の学習の記録」は１３５点

満点とし、「特別活動の記録」は５５点

満点として、合計１９０点満点とする。 

個人面接を実施する。  

『西高ＰＣ(Public Commitment & 

Plan Check) 』各項目について受験生

の現状を確認するとともに、本校での学ぶ

意欲を見る。  

さらに、中学校における学習活動（国語、

数学、理科、社会、英語）の成果を問う。 

学習活動の成果を問う内容については

点数化し、２０点満点とする。それ以外は

段階評価とする。  

作文を実施する。  

あるテーマについて５００字程度で自分の思

いや考えを述べる内容とし、評価は段階評価と

する。  

 


